
昭和38年度一般合計歳入歳出決算

議
　
会
　
だ

逮
鱈
町
葵
窮
一
回
臨
時
会
及
び
箱

石
定
例
会
が
左
記
の
と
お
り
掘
鎚
さ

れ
、
次
の
議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
回
臨
時
会

一
月
九
日
頼
集
　
会
期
古

土
罷
薬

1
昭
和
三
十
九
年
襲
迎
賓
町
一
般
会
計

補
正
予
算

（
遼
獲
中
学
校
防
音
改
築
費
に
つ
い

て
の
補
正
予
算
で
、
漉
入
船
蕪
そ

れ
ぞ
れ
、
二
五
、
九
〇
八
千
円
が

追
加
さ
れ
ま
し
た
）

第
一
回
定
例
会

一
月
三
十
日
拓
銀
　
会
期
十
七
日
閲

上
程
議
案

1
述
質
町
一
般
職
々
臼
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
郎
改
正
に
つ
い
て

（
昭
和
約
年
8
月
1
2
日
、
人
出
院
勧

告
に
基
ノ
、
給
料
袋
の
切
替
（
平
均

七
・
九
腎
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
）
並

び
に
通
勤
手
当
、
縞
日
出
手
当
額

の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
）

2
遠
賀
町
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も

の
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
一
都

改
正
に
つ
い
て

（
人
種
院
勧
告
に
塞
く
一
般
職
々
員

の
給
料
改
正
に
伴
い
、
町
長
、
助

役
、
収
入
役
の
給
料
表
を
改
正
す

る
も
の
）

3
遠
賀
町
議
会
の
議
員
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

（
大
筋
に
塞
く
町
長
給
料
の
改
正
に

伴
い
議
員
の
報
酬
額
義
正
す
る

もの）

4
賽
町
教
育
資
金
教
育
長
の
給
与

及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条
例
の

一
都
改
正
に
つ
い
て

（
人
徹
に
塞
く
一
般
職
々
農
の
給
料

よ
、
n
ノ

改
正
に
伴
い
、
扱
高
長
の
給
料
蓑

義
正
す
る
も
の
）

5
鵡
和
三
十
九
年
麗
蓮
質
町
一
般
会
計

補
正
予
算

6
蹄
和
三
十
九
年
度
途
端
町
欒
共
済

埴
薬
特
別
会
計
楠
店
子
第

7
鞠
塾
二
十
九
年
輩
理
即
町
簡
易
水
避

調
薬
特
別
会
捕
縄
垂
下
算

8
昭
和
三
十
九
華
麗
遠
征
町
開
展
健
康

保
険
特
別
禽
締
車
†
第

（
以
上
各
々
補
正
に
つ
い
て
は
、
給

与
改
正
及
び
一
便
経
営
費
に
つ
い

て
追
加
を
行
な
っ
た
も
の
で
あ

る）

9
濱
費
中
学
稜
々
金
銭
観
襲
王
薬
餌

負
契
約
に
つ
い
て

（
遺
草
紡
畜
改
築
工
韓
に
つ
い
て
、

地
方
自
治
法
の
示
す
と
こ
ろ
に
よ

り
議
会
の
孫
決
を
必
壕
と
す
る
も

の
で
す
）

1
0
字
援
域
の
恋
霞
に
つ
い
て

（
地
租
調
査
に
よ
り
室
長
字
小
熊
、

手
相
下
、
学
裕
の
襲
変
更
を
す

る
必
要
が
あ
り
、
地
方
自
治
法
の

競
走
に
よ
り
讃
会
の
蟻
決
を
必
要

と
す
る
も
の
）

n
昭
型
二
十
八
華
麗
避
孜
村
一
般
会
計

及
び
特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

（
地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
、
昭

和
三
十
八
年
度
一
般
会
計
及
び
特

別
会
計
の
決
算
奈
義
会
の
認
定
に

付
し
た
も
の
で
す
）

決
算
の
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

一
般
会
計

歳
入
一
五
六
、
七
二
四
、
〇
四
六
円

歳
出
一
五
〇
、
八
二
、
二
三
三
円

差
引
残
額
　
五
、
九
三
、
八
三
円

特
別
会
計
（
国
民
健
康
保
険
）

緯
入
一
一
、
八
〇
一
、
三
五
円

淑
出
一
〇
、
八
七
九
、
七
三
一
円

逢
引
残
額
　
九
二
「
四
八
四
円

特
別
会
計
（
綱
易
水
道
醤
薬
）

塩
入
　
五
、
二
五
、
〇
二
七
周

旋
出
∴
∴
団
、
三
五
〇
、
一
八
九
巾

差
引
裁
繊
　
七
七
八
、
八
三
八
円

特
別
会
計
（
虫
生
緯
水
道
恒
薬
）

蔵
人
　
六
、
〇
空
（
、
三
〇
二
両

膝
出
　
六
、
〇
重
（
、
三
〇
三
円

差
引
残
数
　
　
　
　
　
　
〇
時

入
学
或
お
め
で
と
う

町
内
客
小
中
学
校
で
は
次
の
週

間
軸
四
十
年
度
の
入
学
式
を
行
な

ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

絶
間
小
学
校
　
囲
生
ハ
ロ

入
営
兜
概
数
一
〇
一
名
（
3
誉
扱

洩
木
小
学
校
∴
囲
月
六
円

入
学
児
靖
数
八
七
名
（
2
学
級
）

遼
質
中
学
校
　
四
月
七
日

入
学
生
徒
数
一
八
三
条
（
4
半
数



工事が進む遠賀中学校防音改築工事（4月10日撮影）
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器類　　　一灘繊隷 
白水川鉱害復旧訓日工率（右側が通観町実施分）

i躍、二一言葉

完成した尾崎（先頭々）地区の繁雑山手線道路工事

昭
和
三
十
九
年
度
の

建
設
事
業
を
顧
み
て

昭
和
三
十
九
年
度
も
今
月
を
以
っ
て

終
ら
ん
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
土
木
事

業
に
お
い
て
は
、
予
算
の
閲
係
で
充
分

な
調
薬
実
施
は
閑
雅
で
し
た
が
、
限
ら

れ
た
予
算
の
穂
園
内
で
緊
急
を
婁
す
る

も
の
か
h
逐
次
施
工
し
、
す
で
に
完
成

し
た
も
の
、
或
は
年
麗
来
春
用
に
現
在

急
ピ
ッ
チ
で
工
事
を
進
め
て
い
る
も
の

も
あ
り
ま
す
が
、
本
年
慶
に
実
施
し
た

主
な
工
世
を
拾
っ
て
見
る
と
次
の
と
お

り
で
す
。

旬
怒
工
以
来
、
こ
れ
を
又
順
調
に
進

み
、
予
定
工
噴
蚊
の
年
度
末
完
成
を

自
ざ
し
て
い
ま
す
。

3
　
山
手
線
道
路
改
良
工
事

昭
和
3
7
年
度
よ
り
、
炭
鉱
離
職
脊
緊

急
就
労
呼
薬
と
し
て
実
施
し
て
い
る

こ
の
工
事
は
、
昭
和
3
7
年
壁
ハ
六
〇

米
、
昭
和
3
8
年
度
一
、
七
〇
〇
米
に

引
続
き
昭
和
約
年
度
は
一
、
六
〇
〇

米
の
道
路
延
長
の
改
良
を
行
な
い
、

園
逆
言
雪
藤
取
付
け
ま
で
の
約
四
〇

一
七
五
米
に
フ
ロ
ッ
ク
石
桜
工
啓
を

約
年
Ⅱ
月
に
耗
エ
し
て
三
月
末
に
完

成
の
予
定
で
す
。
な
お
、
こ
の
工
事

は
全
額
補
助
で
、
国
庫
欝
と
鉱
業

権
者
の
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。

6
　
木
守
空
木
線
踏
切
振
付
道

路
改
良

現
在
ガ
ー
ド
下
を
通
行
し
て
い
る
が

橋
桁
が
低
く
、
巾
員
も
狭
い
た
め
疎

隔
の
通
行
が
不
可
能
で
あ
る
の
で
、

町
の
単
独
事
業
と
し
て
延
長
九
五

米
、
巾
三
米
の
踏
切
取
付
通
路
を
薪

設
し
た
。
工
部
亜
三
二
八
千
円

1
　
尾
崎
高
山
溜
池
導
水
路
改

良
こ
の
郵
水
路
は
、
尼
雌
胞
区
の
約
七

反
歩
余
り
の
蹄
床
灘
瓶
用
で
あ
る

が
、
藷
澱
で
あ
る
た
め
起
伏
が
恭

し
く
一
部
に
は
逆
勾
配
が
あ
り
逆
流

す
る
等
改
良
の
必
婆
が
あ
り
、
延
長

四
五
九
米
に
わ
た
り
コ
ン
ク
リ
ー
ト

潜
を
灘
築
し
た
も
の
で
あ
る
。
エ
軍

費
七
三
五
千
円

田
潤

1
　
島
田
小
学
校
防
音
鉄
筋
改

築
工
事

園
の
補
助
専
業
と
し
て
（
国
庫
九
細

負
担
）
ニ
ヵ
年
継
続
で
実
施
し
て
来

た
鳥
門
標
の
防
音
改
築
工
単
も
本
年

度
で
完
了
す
る
が
、
現
在
で
は
予
定

通
り
工
華
は
順
調
に
進
み
、
落
成
の

臼
も
間
近
か
に
そ
の
威
容
は
実
に
鬼

政
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。

2
　
遠
賀
中
学
校
防
音
鉄
筋
改

築
工
事

島
門
校
同
様
、
国
の
補
助
咋
薬
と
し

て
二
カ
年
継
続
の
予
定
で
実
施
さ
れ

る
が
、
第
一
期
工
事
を
本
年
一
月
申

○
米
は
約
年
葉
と
し
て
五
月
中

に
は
金
工
呼
が
完
成
の
予
定
で
す
。

1
　
老
朽
油
池
（
野
中
）
補
強

工
事

別
府
、
千
代
丸
地
区
の
湖
漑
用
水
と

し
て
の
野
中
溜
池
の
流
水
、
襲
鼓

俺
工
事
で
∴
ハ
側
聞
醇
補
助
に
よ
る

約
一
〇
〇
万
円
の
工
護
で
、
約
年

n
月
に
着
工
し
、
は
ば
完
成
し
た
。

5
　
白
水
川
鉱
害
複
旧
河
川
工

事
鞍
手
即
と
の
璃
界
に
あ
た
る
白
水
川

堤
防
の
鉱
害
祝
旧
工
事
で
、
右
岸
を

撃
町
が
、
遠
賀
町
は
左
岸
素
麺
褒
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1⑮ （1 

町
有
財
産
（
宅
地
）
売
却
公
害

一
再
町
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
町

有
財
産
を
次
の
と
お
り
一
級
競
争
入
札

に
よ
り
売
却
し
ま
す
。

一
、
売
却
物
件

l
所
在
∴
∴
遠
賀
町
子
虫
坐
植

2
種
目
及
び
敬
服

宅
地
面
談
一
〇
〇
三
坪
四
九

十
経
国
（
区
画
図
参
照
）

二
、
入
札
場
所
遠
賀
町
役
場

三
、
入
札
及
び
関
札
の
日
時

l
入
札
は
雌
和
0
0
年
4
月
5
日

午
後
⊥
時
3
0
分
か
ら

2
閃
札
は
入
札
終
了
後
起
ち
に
行
う

四
、
入
札
蜜
加
申
込
受
付
穏

所
及
び
日
時

遵
賀
町
役
場
財
政
係
で

4
月
3
日
正
午
ま
で

五
、
入
札
保
証
金
及
契
約
保

鍍
金入

札
人
は
、
入
札
の
隣
人
札
見
積

価
格
の
百
分
の
十
以
上
の
現
金
を

入
札
保
雄
余
と
し
て
町
に
納
入
す

る
こ
と
、
な
お
契
約
保
証
金
に
つ

い
て
も
落
札
価
格
の
百
分
の
十
以

上
の
現
金
を
充
填
契
約
の
際
納
入

す
る
こ
と
（
4
月
7
日
契
約
）

六
、
入
札
保
証
金
の
帰
属

溶
札
人
が
完
蹟
契
約
を
締
結
し
な

い
と
き
は
入
札
傑
確
金
は
町
に
帰

属
す
る

七
、
売
買
約
倍
の
引
渡
し
の

時
期土

質
代
金
完
納
後
遵
や
か
に
行
う

八
、
環
境
説
明

昭
和
的
年
4
月
5
円

午
前
同
時
5
0
分
現
地
雛
合

九
、
そ
の
他
の
事
項

1
他
人
の
代
通
人
と
し
て
入
札
参
加

す
る
も
の
は
、
当
該
代
理
を
披
す

る
賛
柱
状
を
持
参
す
る
こ
と
。

2
入
札
人
は
、
入
札
当
日
入
札
保
放

念
及
び
印
鑑
を
持
参
す
る
こ
と
。

卒
業
前
の
青
少
年

と
家
庭
へ

卒
業
を
目
前
に
ひ
か
え
た
苗
少
年
と

そ
の
家
庭
で
は
、
よ
ろ
こ
び
と
心
配
が

交
錯
し
、
不
安
な
日
々
を
送
ら
れ
る
こ

し
主
恩
い
ま
す
。
小
学
接
か
ら
申
学
筏

へ
の
段
階
で
は
、
問
題
は
少
な
い
の
で

す
か
中
学
校
島
地
鴛
濠
も
最
終
学
年

に
直
面
し
て
い
る
の
で
、
浦
和
的
な
負

担
が
轟
く
柵
慈
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま

す
。
い
つ
も
こ
の
時
期
に
は
宙
少
年
の

家
出
や
自
殺
な
ど
が
多
く
な
っ
た
り
す

る
の
を
、
こ
れ
ら
の
草
と
関
連
が
あ
る

と
い
え
ま
し
ょ
う
。

こ
の
よ
っ
な
こ
と
か
ら
、
卒
業
期
喜

び
か
え
た
南
少
年
と
、
集
塵
に
対
し
て

次
の
よ
っ
な
こ
と
か
ら
に
と
く
に
注
渡

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
、
卒
業
す
る
膏
少
年
に
対

し
て

卒
業
す
る
と
い
う
こ
と
に
、
そ
れ
が

や
が
て
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
に
新
し
い
出
発

点
に
立
つ
と
い
う
こ
と
で
す
。
す
で
に

就
職
の
決
定
し
た
人
も
多
い
で
し
ょ
う

が
、
進
学
希
望
者
は
、
こ
れ
か
ら
が
難

関
で
す
。
い
ま
ま
で
仲
よ
く
し
て
き
た

友
た
ち
も
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
親
し

く
相
談
し
た
り
、
助
け
合
っ
た
り
す
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
∵
小
さ
な
つ
ま
づ
さ
を
大
き
な
失
敗

と
考
え
て
、
絶
望
し
た
り
無
力
感
に
と

ら
わ
れ
た
り
せ
ず
、
い
つ
で
も
悩
み
を

打
ち
あ
け
て
相
談
で
き
る
人
を
も
っ
て

い
る
こ
と
が
い
ち
ば
ん
大
切
で
す
。
そ

し
て
だ
れ
に
も
打
ち
あ
け
た
り
相
談
し

た
り
し
な
い
、
思
い
あ
ま
っ
た
行
動
に

出
な
い
よ
っ
に
し
ま
し
ょ
う
。

二
、
家
庭
に
対
し
て

灘
の
ほ
う
が
、
こ
ど
も
以
上
に
過
敏

に
な
っ
て
、
い
ら
い
ら
さ
せ
る
ネ
っ
な

こ
と
が
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

家
歴
内
で
は
つ
と
め
て
明
朗
な
ふ
ん

田
無
を
つ
く
る
よ
っ
に
努
め
、
日
常
の

言
動
に
も
当
人
を
い
ら
だ
た
せ
な
い
よ

う
に
心
を
配
っ
て
や
り
、
健
陳
状
態
に

つ
い
て
も
、
じ
ゆ
う
ぶ
ん
気
を
つ
け
て

や
る
こ
と
が
必
婆
で
す
。

こ
ど
も
に
対
す
る
激
励
と
撃
求
と
を

貴
明
に
区
別
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い

問
題
で
す
が
、
親
と
し
て
も
最
も
亜
襲

な
こ
と
で
す
。

学
較
と
を
密
接
な
連
絡
を
と
っ
て
供

垂
に
辞
少
年
の
指
導
に
あ
た
り
ま
し
ょ

う
。
　
　
　
（
菓
広
報
演
料
よ
り
）
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昭
和
四
十
年
鹿

町
県
民
税
の
申
告
は
済

ま
さ
れ
し
た
で
し
ょ
う

か
〃
‥

ま
だ
申
告
し
て
い
な
い
人
は
、
至
急

申
告
し
て
下
さ
い
。
申
告
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
人
が
も
し
申
告
書
拠
出

し
な
か
っ
た
と
き
申
告
樺
に
必
凄
な

記
載
が
な
い
と
き
、
申
告
期
限
を
過
ぎ

て
申
告
書
露
出
し
た
と
き
は
、
所
得

控
除
を
し
な
い
で
税
金
を
計
算
す
る
こ

と
に
な
り
、
余
分
の
税
金
を
納
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

※
申
告
期
限
　
三
月
二
十
日
ま
で

提
出
は
役
蔑
務
係
へ

遠
申
子
過
敏
機
雷
県
一
位
入
選

ネ
ズ
ミ
駆
除
運
動
標
語
の
部

去
る
二
月
一
日
か
圭
一
十
八
日
ま
で

の
間
県
下
一
斉
に
行
な
わ
れ
た
ネ
ズ
ミ

駆
除
運
動
の
実
施
に
伴
っ
、
ポ
ス
タ
ー

及
び
標
語
の
募
集
に
焦
町
内
各
校
か

ら
多
数
の
作
品
が
皆
印
さ
れ
ま
し
た

が
、
遼
蛮
中
学
校
二
年
生
の
子
迫
敏
雄

君
が
標
語
の
部
で
腺
一
位
と
し
て
避
移

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
な
お
表

彰
式
は
三
月
二
十
六
日
福
岡
市
電
気
ホ

ー
ル
で
開
催
さ
れ
る
福
岡
県
環
境
衛
生

大
会
（
ネ
ス
、
、
～
じ
拍
せ
ん
会
）
で
行

な
わ
れ
ま
す
。

入
選
標
語

〝
ね
ず
み
と
り

人
に
た
の
む
な
ま
か
せ
る
な
〟

番
犬
登
録
及
び
狂
犬
病
予
防

注
射
の
実
施
に
つ
い
て

昭
和
四
十
年
攫
蓉
期
畜
犬
登
録
及
び

狂
犬
病
予
防
注
射
を
竃
の
と
お
り
実

施
し
ま
す
の
で
、
畜
犬
所
有
者
は
洩
れ

な
く
選
録
と
注
射
を
済
ま
し
て
下
さ

い
。
な
お
登
録
と
注
射
の
済
ま
な
い
犬

は
所
有
磐
放
棄
し
た
を
の
と
し
て
捕

獲
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
慈
下
さ
い
。

相
月
一
日
　
＋
－
十
二
博出

生
祉
公
理
館

十
三
時
　
流
木
小
学
校

四
月
二
日
　
十
～
十
二
時

楕
円
小
学
校

一
⊥
二
時
∴
遠
費
町
役
場

料
金
∴
登
録
一
昔
五
十
円

注
射
∴
∴
百
五
十
円

払
に
充
て
る
た
め
、
必
襲
な
揮
薬
費
を

差
引
い
た
残
会
議
立
て
て
お
く
、
こ

れ
が
節
襲
金
と
し
て
公
共
改
質
や
生

耗
環
境
の
擬
傭
資
金
に
融
資
さ
れ
、
日

本
経
済
の
発
展
に
役
立
っ
て
い
る
の
で

あ
り
ま
す
。

▽
l
兆
円
を
こ
す
資
金
の
う
ち
最
大
の

適
用
対
象
は
地
方
公
共
団
体
で
、
全

国
の
都
道
府
県
や
市
町
村
に
融
資
さ

れ
、
4
千
3
百
m
億
円
と
資
金
総
額

の
4
1
珍
書
め
て
い
ま
す
。

▽
馨
条
件
は
、
地
方
公
共
団
体
に
対

す
る
も
の
年
6
分
5
席
、
貸
付
期
間

は
騎
兵
5
0
年
ま
で
で
あ
り
、
肩
車
金

融
機
関
な
ど
に
は
み
ら
れ
な
い
好
条

件
で
貸
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

▽
地
方
公
共
団
体
へ
の
貸
付
金
は
、
長

期
資
金
と
し
て
各
種
の
公
共
施
設
の

建
設
や
災
害
復
旧
な
ど
に
使
用
さ
れ

ます。

▽
一
般
会
計
藁
は

小
、
中
学
校
や
公
営
住
宅
、
経
済
基

盤
と
し
て
駈
欄
を
急
が
れ
る
遠
軽

橋
梁
の
建
設
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

因
み
に
、
参
考
ま
で
に
遠
賀
町
が
融

資
を
受
け
た
琵
金
を
掲
げ
る
と

次
の
と
お
り
で
す
。

※
昭
和
2
9
年
度

災
害
復
旧
噌
薬
費
　
囲
、
二
五
〇
千
円

※
閉
和
3
1
年
度

廃
業
整
琵
　
　
五
、
五
〇
〇
千
円

※
昭
和
穏
年
度

義
務
教
諸
施
設
接
　
二
、
五
〇
〇
千
時

※
昭
和
3
4
年
慶

簡
易
水
道
膚
薬
賀
一
、
一
〇
〇
千
円

※
昭
和
3
5
年
度

公
営
住
宅
禁
叢
一
、
五
〇
〇
千
円

義
務
敬
語
施
設
費
　
二
、
一
〇
〇
千
円

※
昭
和
5
0
軍
歴

簡
易
水
道
襲
　
「
七
〇
〇
千
円

※
酪
和
3
7
華
麗

浅
雅
致
商
施
設
数
一
、
0
0
0
千
田

小
　
計
　
一
九
、
六
五
〇
千
時

※
昭
和
3
8
年
度

そ
の
他
の
社
会
諒
競
落
費

一
、
0
0
0
千
円

合
計
　
　
二
〇
、
六
五
〇
千
円

森
林
害
虫
（
松
喰
虫
）

の
駆
除
実
施
に
つ
い
て

毎
年
客
、
秋
に
な
る
と
何
時
の
間
に

か
山
の
松
が
枯
れ
て
い
る
呼
は
、
既
に

お
気
付
き
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
全

く
松
喰
虫
の
被
害
で
、
放
旺
し
て
い
る

と
松
の
木
は
仝
薬
し
て
し
ま
い
ま
す
か

ら
、
山
林
所
有
者
は
充
分
気
を
付
け
ら

れ
破
撫
末
の
発
生
次
第
伐
採
駆
除
等
を

行
な
わ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
伐
採
駆
除
等
に
つ
い
て
は
補
助

金
交
付
御
慶
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細

に
つ
い
て
は
、
経
済
課
へ
ご
連
絡
下
き

ア
ン
プ
ル
入
り
か
ぜ
薬

の
使
用
中
止
に
つ
い
て

ア
ン
プ
ル
入
り
か
ぜ
薬
に
よ
る
死
亡

事
故
が
続
発
し
、
新
聞
紙
籍
に
軸
導
さ

れ
て
お
り
、
死
亡
疎
放
の
原
因
に
つ
い

て
は
厚
葦
省
に
お
い
て
調
奔
研
究
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
本
県
に
お
い
て
は
揮
故

の
菜
然
防
止
の
た
め
薬
局
、
薬
店
に
対

し
て
は
、
ア
ン
プ
ル
入
り
か
世
襲
に
つ

い
て
は
全
面
的
に
販
売
を
中
止
さ
せ
、

現
品
の
回
収
雑
股
を
指
示
し
て
い
ま
す

が
、
既
に
販
売
さ
れ
た
ア
ン
プ
ル
入
り

か
ぜ
薬
が
溝
厳
暑
家
庭
に
手
持
さ
れ
て

い
る
も
の
、
及
び
配
置
護
薬
（
入
れ

襲
）
と
し
て
醇
配
さ
れ
て
い
る
も
の
も

あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
事
故
柔

然
に
防
止
す
る
ま
で
、
ア
ン
プ
ル
入
り

か
世
襲
李
頗
用
し
な
い
よ
っ
に
、
こ
注
恵

を
願
い
ま
す
。

明
日
の
幸
福
を
築
く
た
め

［
幅
補
講
摘
草
〓
一

簡
易
保
険
は

0
月
掛
、
集
金
、
無
珍
重
で
す
。

○
配
当
は
加
入
3
年
後
か
雪
別
に
殻

立
て
て
お
き
、
廉
陰
金
と
一
し
ょ
に

支
払
わ
れ
ま
す
。

○
税
金
が
安
く
な
り
ま
す
。

（
所
結
税
、
住
民
税
、
相
続
税
、
事

業
税
な
ど
）

0
前
納
割
引
、
団
体
割
引
を
利
用
す
る

と
正
味
保
険
料
が
安
く
な
り
ま
す
。

○
加
入
者
の
た
め
に
福
祉
施
設
を
設
け

て
お
り
ま
す
。

加
入
者
ホ
ー
ム
、
保
養
セ
ン
タ
ー

診
撰
所

○
雑
立
食
は
園
づ
く
り
、
町
づ
く
り
の

た
め
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

簡
場
債
険
の
特
色

「
簡
保
の
資
金
」

約
年
1
2
月
末
現
在

1
兆
円
の
大
台
を
突
破

（
契
約
高
は
3
兆
円
）

大
正
5
年
に
発
足
し
た
簡
易
生
命
保

険
と
、
大
正
1
5
年
に
始
め
ら
れ
た
郵
便

年
金
の
二
つ
の
撮
薬
が
藤
立
て
た
資
金

で
あ
る
。

広
く
全
国
の
加
入
者
か
ら
集
め
ら
れ

た
簡
易
保
険
の
保
険
料
と
郵
便
年
金
の

観
念
は
、
将
来
の
保
険
缶
や
年
金
の
吏

火
葬
場
使
用
に
つ
い
て

お
願
い

火
懇
切
遜
営
上
、
管
理
人
の
方
で
色

々
と
不
便
を
感
じ
て
お
り
ま
す
の
で
、

火
雑
場
償
用
の
際
は
、
次
の
点
に
ご
注

憩
下
さ
る
よ
っ
お
願
い
し
ま
す
。

記

l
死
体
焼
却
の
陳
に
は
、
必
ず
役
場
に

歳
　
時
　
記

3
月
（
調
生
）
花
暦
（
さ
く
ら
）

動
物
愛
護
ア
ー

蓉
分
の
日

放
速
読
余
日

第
5
回
世
界
気
象
デ
ー

彼
岸
明
け

電
気
記
念
日

全
額
年
度
、
学
年
度
終
り

エ
イ
プ
リ
ル
フ
ー
ル

火
薬
諾
義
人
（
村
上
重
夫
氏
）
ま

で
持
参
下
さ
い
。

2
桐
の
中
に
は
、
「
ビ
ン
」
　
「
カ
ン
」

の
類
は
入
れ
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ

い
。
高
熱
の
た
め
礫
発
し
て
危
険
で

す
し
、
ま
た
後
始
末
に
困
り
ま
す
。

3
火
葬
は
出
来
る
だ
け
年
後
5
時
前
に

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

崇
篠
天
柱
交
通
文
化
産
薬

安
全
大
祭
（
1
～
3
日
）

3
日
　
太
宰
府
天
満
官
憲
諸
社

大
祭

4
日
　
旧
桃
の
節
句

5
日
　
旧
三
為
朝

1
日
　
世
界
保
健
デ
ー

8
日
　
花
ま
つ
り

1
0
日
－
婦
人
巡
閲
（
1
0
～
1
6
日
）

上
旬
　
花
い
っ
ぱ
い
連
動

プ
ロ
野
球
開
幕

n
H
　
メ
ー
ト
ル
法
公
布
記
念
日


